

































4 4 4 4 4 4
。）
     1 2 3
   He has finished reading this book.




4 4 4 4 4
。）
     1 2 3
	 	 	 He has succeeded in doing this job.
     3    2     1 （以上，Tai1985:53）









及したのはおそらく肖国政・邢福义 1984であろう。同論文によれば，逆行型の Vは Dの「目
的」を表すとされる。また，このような VDを含む文を「動作主＋为什么而趋来」（動作主は何
のために“趋来”するのか）で問うことができること，および“动/趋来”を“趋来动”に置換
できることを形式上の基準としている 5）（肖国政・邢福义 1992 :576）。
 （4）只见三个戎装妇女 ― 阿积、云姑、月姑打着一盏灯笼，巡逻过来。
    （ふと見ると，軍装した婦女 3人 ― 阿積，雲姑，月姑が提灯を提げて見回りにやって
来た。）
   →　为巡逻而过来（見回りのためにやって来る）
















   睡过去一点儿（少し向こう側に寝る）
	 	 	 坐上台来（壇上に上がって座る）
	 	 	 坐回去（戻って行って座る）
	 	 	 坐进去（入って行って座る）
上述した先行研究は逆行型を PTSに反する特殊な現象として認識しているが，この現象と
PTSの間にいかなる折り合いをつけるかという問題については見解が示されていない。これに
対し，王红旗 2002，杉村 2012は逆行型の Vと Dの間の意味関係や，逆行型が形成される動機
についても言及している。
 （7）躺上来（上がって横になる）
	 	 	 站过来（やって来て立つ）
	 	 	 坐上来（上がって来て座る）


































































李临定 1985の観点を継承し発展させたのが陈平 1988である。陈平 1988はテンス・アスペク
トマーカーを除いた文を対象に，中国語の時相（phase）構造 12） を状態（state），活動（activity），






     （私は彼女の手を離し，呆然とそこに立ち尽くしていた。まるで夢を見ているかのよ
うだった。）
 （11）宋科长一下子坐在椅子上，半晌说不出一句话来。（同上 :413）　　　　　【単純変化】





















































































































    （http://www.qidian.com/BookReader/18647,446159.aspx）
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 （17） 以后，我差不多每个月都去看一次娘娘，直到 1995 年春天我患了肝炎，躺进了隔离病房。
	 	 	 	（彭新琪《现实生活中的瑞珏》）





























（V）来/去坐 86 144 104 49 40 17 17 3 8 6 474
（V）来/去站 44 4 1 5 12 8 12 6 1 93
（V）来/去躺 13 10 12 10 6 1 52
（V）来/去蹲 4 1 4 17 3 2 31
（V）来/去跪 14 1 2 3 2 1 2 25
（V）来/去趴 2 2





    （方方はドアを開け彼女たちを送り出すと，戻って来て呉廸の隣に座り彼女と話をした。）
 （19）我发觉了，过去站在他身后看。（阿城《棋王》）




    （時間があったら私のところに遊びに来てください。）
 （21）等有空再来坐吧！（冯德英《苦菜花》）








































    （方槍槍はベッドに跪き，自分の布団を畳みながら，布団の中の臭いを嗅いだ。）
 （26）商店里的店员和顾客也都站出来张望。（阿城《棋王》）



























    （http://forum.book.sina.com.cn/thread-1367762-1-1.html）
























































  ［動態の構文］：名詞 1＋正＋動詞＋名詞 2＋呢
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